
第

回

日
本
の
宿
の
未
来（
２
）

先
進
的
な
宿
と
先
進
地
域

お
宿
す
み
れ
荘（
岐
阜
県
・

高
山
市
）

杉
山
か
お
る
さ

ん



まつたけと飛驒牛を堪能

「
塚
島
体
制
」２
期
目
へ
所
信

全
旅
連
青
年
部

全
国
大
会

石
破
首
相
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

宿
泊
人
員
は
８
％
増

旅
館
協
会
東
北
、
月
実
績

「文化財生かすまちづくり」の講演も

役員改選と勉強会
日本旅館国際女将会、月定例会

ＨＩＳ
「
変
な
ホ
テ
ル
プ
レ
ミ
ア
」新
設

京
都
に
第
１
号
施
設
誕
生

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
皆
さ
ん
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
な
連
載
に
し

た
く
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
前
回
の
連
載
で
記
し
た

九
州
運
輸
局
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
Ｋ
Ｙ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｕ

Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ａ

Ｎ
Ｄ
Ｓ

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

旅
館

・
ホ
テ
ル
・
温
泉
文
化
が
支
え
る

未
来
」
終
了
後
、
大
分
県
由
布
院

温
泉
に
移
動
し
「
由
布
院

玉
の

湯
」
の
溝
口
薫
平
さ
ん
に
お
会
い

で
き
ま
し
た
。

歳
に
な
ら
れ
た

薫
平
さ
ん
は
、
「
お
客
さ
ん
か
ら

学
ん
で
き
ま
し
た
」
と
お
っ
し
ゃ

ら
れ
、
古
き
良
き
家
業
で
受
け
継

ぐ
宿
の
心
得
を
お
話
し
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

「
由
布
院

玉
の
湯
」
の
新
た

な
宿
と
し
て
、
２
０
２
４
年
１
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
玉

の
湯
」
も
体
験
し
ま
し
た
。
そ
も

そ
も
由
布
院
は
、
昭
和

年
代
に

薫
平
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
当
時

の
地
元
の
若
手
旅
館
経
営
者
が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
温
泉
保
養
地
を
視
察

し
、
学
ん
だ
こ
と
に
始
ま
り
ま
す

が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
の
夢
だ
っ
た

と
い
う
滞
在
型
の
宿
が
、
「
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｙ
玉
の
湯
」
な
の
で
す
。

「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
玉
の
湯
」
に
は
、

医
療
・
福
祉
の
資
格
を
持
つ
ス
タ

ッ
フ
も
お
り
、
宿
の
す
ぐ
お
隣
は

「
ゆ
ず
の
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
、

医
師
が
近
く
に
い
て
く
れ
る
と
い

う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
宿
で
す
。

超
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
誰
に

で
も
優
し
い
宿
づ
く
り
と
い
う
点

で
も
非
常
に
興
味
深
い
。

純
粋
に
宿
と
し
て
見
て
も
実
に

魅
力
的
。
由
布
岳
が
望
め
る
絶
景

の
浴
場
や
部
屋
は
、
ソ
フ
ト
面
で

医
療
や
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
兼
ね

備
え
な
が
ら
も
、
決
し
て
病
院
の

に
お
い
は
漂
い
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
、
基
本
は
素
泊
ま
り

で
１
泊
１
万
８
千
円
か
ら
。
軽
い

朝
食
が
付
き
、
町
内
の
パ
ン
屋
さ

ん
の
も
ち
も
ち
の
パ
ン
に
、
辰
巳

芳
子
さ
ん
の
レ
シ
ピ
に
よ
る
ス
ー

プ
と
果
物
が
出
さ
れ
ま
す
。

私
に
は
高
齢
の
母
親
が
い
ま
す

か
ら
、
も
し
母
が
病
気
に
な
っ
た

ら
、
こ
の
宿
を
選
ぶ
で
し
ょ
う
。

医
療
と
福
祉
が
共
存
す
る
宿
で
あ

り
、
そ
し
て
温
泉
保
養
地
な
の
で

す
。
こ
う
し
た
由
布
院
温
泉
の
ブ

レ
な
い
終
始
一
貫
し
た
実
践
力

に
、心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。

由
布
院
と
同
様
に
敬
意
を
抱
く

の
は
、
新
潟
県
と
群
馬
県
を
ま
た

ぐ
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
「
雪

国
観
光
圏
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

先
日
、
銀
座
に
あ
る
新
潟
県
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｔ
ｈ
ｅ

Ｎ

Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
」
で
【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｍ

Ｏ
Ｎ
Ｔ
×
エ
コ
ロ
ッ
ジ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ

Ｉ
Ｎ

雪
国
～
１
０
０
年
先

の
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
た
め
に
～
】
の

発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
業
界
で
最
も

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
取
り
組
む
テ
ル

モ
ン
と
、
雪
国
を
守
る
「
エ
コ
ロ

ッ
ジ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｉ
Ｎ

雪

国
」
が
、
次
世
代
の
た
め
、
い
や

１
０
０
年
先
の
た
め
に
、
国
を
越

え
た
連
携
に
つ
い
て
の
発
表
で
し

た
。
「
雪
国
観
光
圏
」
の
雪
で
冷

や
し
た
テ
ル
モ
ン（
シ
ャ
ン
パ
ン
）

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

エ
コ
ロ
ッ
ジ
と
は
「
雪
と
水
を

守
る
」
「
雪
国
ら
し
い
食
や
地
域

産
業
を
維
持
す
る
」
観
点
か
ら


項
目
を
設
定
し
、
各
宿
が
該
当
す

る
こ
と
を
可
視
化
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
詳
し
い
内
容
は
冊
子
に

ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

発
表
会
で
は
、
井
口
智
裕
代
表

の
「
日
本
の
旅
館
を
世
界
に
広
げ

る
た
め
に
も
、
既
に
世
界
に
あ
る

〝
エ
コ
ロ
ッ
ジ
〟
と
い
う
物
差
し

を
使
っ
て
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

い
う
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

加
盟
宿
を
列
記
し
ま
す
と
、
群

馬
県
み
な
か
み
町
か
ら
は
「
別
邸

仙
寿
庵
」
「
旅
館
た
に
が
わ
」
、

法
師
温
泉
「
長
寿
館
」
な
ど
。
新

潟
県
か
ら
は
松
之
山
温
泉
「
ひ
な

の
宿
ち
と
せ
」
、
越
後
湯
沢
温
泉

「
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｏ
井
仙
」
や
「
雪

国
の
宿

高
半
」
、
貝
掛
温
泉

「
貝
掛
温
泉
旅
館
」
な
ど
、
日
本

を
代
表
す
る
宿
が
名
前
を
連
ね
て

い
ま
す
。

前
回
の
連
載
で
は
、
「
旅
館
」

の
見
え
る
化
の
た
め
に
積
極
的
な

議
論
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た

が
、
こ
う
し
た
世
界
基
準
に
の
っ

と
っ
て
表
明
す
る
の
も
一
つ
の
手

で
す
。

こ
れ
ま
で
地
域
の
事
業
計
画
書

な
ど
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
が
頑
張

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子
を
拝
察

し
て
い
ま
し
た
が
、
ブ
レ
ず
に
同

じ
テ
ー
マ
で

年
以
上
向
か
っ
て

き
た
熱
い
地
域
を
目
の
当
た
り
に

し
、
５
年
後
、

年
後
が
さ
ら
に

楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
頑
張

れ
！

日
本
各
地
の
皆
さ
ん
！

日
本
の
宿
の
皆
さ
ん
！

（
温
泉
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

＝
次
回
は
１
月

日
付
に
掲
載

し
ま
す

―
―
場
所
は
。

「
Ｊ
Ｒ
飛
騨
一
ノ
宮
駅

か
ら
徒
歩

分
、飛
騨
一

ノ
宮
水
無
神
社
の
側
で

す
。近
く
に
は
国
天
然
記

念
物
の『
臥
龍
桜
』な
ど
が

あ
り
、春
の
景
色
は
す
ば

ら
し
い
で
す
ね
。高
山
の

観
光
名
所
、古
い
町
並
み

ま
で
は
車
で

分
ほ
ど
で

す
。当
館
の
建
物
は
古
民

家
を
移
築
。昔
の
面
影
を

残
し
て
お
り
、い
ろ
り
の

間
も
あ
り
ま
す
。こ
ち
ら

は
１
日
１
組
限
定
で
食
事

処
と
し
て
も
利
用
で
き
ま

す
」―

―
地
産
地
消
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
と
か
。

「
春
夏
秋
冬
、季
節
な
ら

で
は
の
川
魚
や
キ
ノ
コ
を

は
じ
め
と
し
た
山
菜
な
ど

を
お
出
し
し
ま
す
。例
え

ば
、ま
つ
た
け
は
主
人
自

ら
山
に
入
っ
て
採
っ
て
き

ま
す
。天
然
の
地
物
ま
つ

た
け
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス

で
は
、ま
つ
た

け
の
風
味
が
も

っ
と
も
伝
わ
る

炭
火
焼
き
や
天

ぷ
ら
、土
瓶
蒸

し
な
ど
が
召
し

上
が
れ
ま
す
」

「
ま
た
、飛
騨

高
山
と
い
え
ば

飛
騨
牛
で
す

が
、ス
テ
ー
キ

や
、朴
葉
み
そ

と
飛
騨
牛
を
陶

板
焼
き
な
ど
で
お
出
し
し

ま
す
。い
ず
れ
も
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
料
金
で
、料
理

目
当
て
で
訪
れ
る
お
客
さ

ま
は
多
い
で
す
ね
」

―
―
飛
騨
高
山
は
お
酒

も
お
い
し
い
で
す
ね
。

「
主
人
は
酒
類
製
造
免

許
を
持
っ
て
お
り
、自
家

製
ど
ぶ
ろ
く
な
ど
を
食
前

酒
で
飲
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。地
酒
３
種
と
の
飲
み

比
べ
も
で
き
ま
す
よ
」

―
―
温
泉
で
す
か
。

「
沸
か
し
湯
で
す
が
、麦

飯
石
を
使
っ
た
湯
船
に
浸

か
れ
ば
お
肌
が
ツ
ル
ツ
ル

に
な
り
ま
す
」

―
―
リ
ピ
ー
タ
ー
は
。

「
若
い
方
か
ら
中
高
年

齢
者
ま
で
多
岐
に
わ
た

り
、仲
間
意
識
か
ら
話
は

弾
み
ま
す（
笑
い
）」

―
―
外
国
人
客
は
。

「
時
々
お
見
え
に
な
り
、

欧
米
系
の
お
客
さ
ま
が
中

心
で
す
。最
近
で
は
中
国

人
の
女
性
客
が
１
人
で
数

回
お
見
え
に
な
り
ま
す
。

あ
ま
り
話
は
し
ま
せ
ん

が
、当
館
を
気
に
い
っ
て

い
た
だ
け
た
よ
う
で
、う

れ
し
い
で
す
ね
」

【
客
室

、１
泊
２
食
付

き
１
万
円
か
ら
】

＝
隔
週
掲
載

（２１） 第３２５０号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）１月１日（水曜日）増刊

約人が参加した全国大会

塚
島
部
長

観
光
経
済
新
聞
社
賞
の
授
与

勉
強
会
の
様
子

日
本
旅
館
国
際
女
将
会
は


月
４
日
、
月
定
例
会
お

よ
び
臨
時
総
会
を
東
京
都
千

代
田
区
の
日
比
谷
パ
レ
ス
で

開
き
、役
員
改
選
と
勉
強
会

を
実
施
し
た
。

勉
強
会
で
は
、ナ
ラ
テ
ィ

ブ（
奈
良
市
）代
表
取
締
役
社

長
の
大
久
保
泰
佑
氏
が「
文

化
財
と
ま
ち
づ
く
り
」に
つ

い
て
講
演
。「
文
化
財
を
ま
も

る
、い
か
す
」を
テ
ー
マ
に
、

「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
１
ツ
星
の
オ

ー
ベ
ル
ジ
ュ
開
業（
奈
良

市
）」「
奈
良
最
古
の
醤
油
蔵

復
興
と『
泊
ま
れ
る
醤
油
蔵
』

（
奈
良
県
田
原
本
町
）」「
古
民

家
サ
ウ
ナ
民
泊
開
業（
同
吉

野
町
）」な
ど
、奈
良
県
内
各

地
で
展
開
し
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。役

員
改
選
で
は
、長
坂
正

惠
会
長（
下
呂
観
光
ホ
テ
ル

し
ょ
う
げ
つ
）、岡
崎
純
子
副

会
長（
高
見
屋
ホ
テ
ル
グ
ル

ー
プ
）、村
田
知
世
副
会
長

（
五
浦
観
光
ホ
テ
ル
）が
再

任
。そ
の
他
理
事
で
は
、阿
部

憲
子
氏（
南
三
陸
ホ
テ
ル
観

洋
）も
再
任
さ
れ
た
。新
任
理

事
に
は
、須
藤
美
由
貴
氏（
金

盛
館
せ
せ
ら
ぎ
）、山
本
未
姫

氏（
黒
船
ホ
テ
ル
）、八
木
澤

美
和
氏（
あ
さ
や
）、中
島
ル

ミ
子
氏（
ホ
テ
ル
黒
部
）が
就

い
た
。幹
事
に
は
、養
田
博
美

氏（
如
心
の
里
ひ
び
き
野
）、

須
賀
紀
子
氏（
滝
乃
家
）が
再

選
さ
れ
た
。

全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛

生
同
業
組
合
連
合
会
（
全
旅

連
）
青
年
部
は

月

日
、

宮
崎
市
の
シ
ー
ガ
イ
ア
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
第


回
全
国
大
会
を
開
い
た
。

９
月

日
の
臨
時
総
会
で
部

長
職
の
続
投
が
内
定
し
た
塚

島
英
太
氏
（
長
崎
県
・
ホ
テ

ル
長
崎
）
が
令
和
７
、
８
年

度
の
２
期
目
に
向
け
て
所
信

を
述
べ
た
ほ
か
、
石
破
茂
首

相
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
、
全
国
で
観
光
に
よ
る

地
方
創
生
に
取
り
組
む
青
年

部
員
を
激
励
し
た
。
青
年
部

活
動
の
優
れ
た
取
り
組
み
を

表
彰
す
る
「
褒
賞
」
は
グ
ラ

ン
プ
リ
を
石
川
県
加
賀
支
部

青
年
部
が
受
賞
し
た
。

◆

◆

全
国
の
青
年
部
員
、
青
年

部
Ｏ
Ｂ
、
関
係
者
お
よ
そ
７

０
０
人
が
参
集
し
た
。

塚
島
氏
は
「
宿
泊
観
光
産

業
を
日
本
の
基
幹
産
業
に
押

し
上
げ
る
。
そ
の
た
め
に
は

変
革
を
恐
れ
ず
、
力
強
く
進

む
こ
と
が
必
要
だ
」と
述
べ
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
組
織

改
革
、
業
界
を
取
り
巻
く
諸

問
題
へ
の
対
応
、
業
界
の
魅

力
発
信
、
地
位
向
上
へ
の
取

り
組
み
を
引
き
続
き
進
め
る

考
え
を
示
し
た
。

石
破
首
相
は
観
光
立
国
実

現
と
能
登
半
島
地
震
の
被
災

者
受
け
入
れ
に
尽
力
す
る
青

年
部
員
に
謝
意
を
述
べ
た

後
、
「
宿
は
地
域
の
文
化
、

伝
統
を
体
現
す
る
地
域
の
シ

ョ
ー
ケ
ー
ス
だ
。
そ
れ
ぞ
れ

の
宿
の
経
営
は
も
と
よ
り
、

地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
貢

献
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
、
全
国
の
宿
泊
業
の
地
方

創
生
へ
の
役
割
に
期
待
を
込

め
た
。

群
馬
県
知
事
で
、
「
『
温

泉
文
化
』
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
登
録
を
応
援
す
る
知

事
の
会
」
事
務
局
長
の
山
本

一
太
氏
も
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
、
宿
泊
観
光
業
界

が
進
め
る
「
温
泉
文
化
」
の

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の

早
期
登
録
に
向
け
た
運
動
へ

の
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

全
旅
連
の
井
上
善
博
会
長

も
同
運
動
に
言
及
し
、
１
０

０
万
筆
の
署
名
獲
得
へ
参
加

者
の
協
力
を
求
め
た
。

観
光
庁
の
鈴
木
貴
典
審
議

官
は
、
観
光
の
現
状
に
関
す

る「
特
別
講
話
」を
行
っ
た
。

全
国
の
青
年
部
活
動
の
優

れ
た
事
例
を
表
彰
す
る
「
褒

賞
」
は
、
最
高
賞
の
グ
ラ
ン

プ
リ
を
石
川
県
加
賀
支
部
青

年
部
の
「
能
登
と
加
賀
を
つ

な
ぐ
絆
の
美
食
フ
ェ
ア
～
地

域
復
興
と
観
光
振
興
を
支
え

る
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
」

が
受
賞
。
観
光
経
済
新
聞
社

賞
は
長
崎
県
青
年
部
の
「
宿

泊
業
界
の
未
来
を
創
る
外
国

人
人
材
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
長
崎
県
宿
泊
施
設
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
支
援
事
業

～
」
が
受
賞
し
た
。

懇
親
会
で
は
塚
島
部
長
が

９
月
の
臨
時
総
会
で
示
し
た

次
期
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
『
温
故

創
新
』
～
観
光
の
中
心
で
咲

き
誇
る
礎
た
れ
～
〝
Ａ
ｌ
ｗ

ａ
ｙ
ｓ

ｂ
ｅ

ｙ
ｏ
ｕ
ｒ

ｓ
ｅ
ｌ
ｆ
〟
」
を
改
め
て
発

表
。
２
月
６
日
に
開
催
す
る

「
旅
館
甲
子
園
」
の
フ
ァ
イ

ナ
リ
ス
ト
３
軒
も
発
表
し

た
。旅

館
甲
子
園
は
経
営
者
や

従
業
員
が
宿
自
身
や
宿
で
働

く
こ
と
の
魅
力
を
舞
台
で
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
そ

の
内
容
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
つ
い
て
業
界
関
係
者
ら
が

審
査
、
最
高
賞
の
グ
ラ
ン
プ

リ
を
決
め
る
も
の
。
隔
年
の

開
催
で
、
今
回
で
７
回
目
。

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京

都
江
東
区
）
で
行
う
青
年
部

主
催
の
「
宿
フ
ェ
ス
」
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
催
す

る
。全

国
か
ら
１
０
０
軒
を
超

す
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
２

回
の
審
査
を
経
て
フ
ァ
イ
ナ

リ
ス
ト
３
軒
が
決
ま
っ
た
。

３
軒
は
扇
芳
閣（
三
重
県
）、

温
泉
旅
館
み
た
け
（
神
奈
川

県
）、秀
花
園（
静
岡
県
）。

【
森
田
淳
】

日
本
旅
館
協
会
東
北
支
部

連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、宿
泊

実
態
調
査
の

月
の
結
果
を

公
表
し
た
。対
象
施
設
１
０

２
軒
の
う
ち

軒
が
回
答
。

東
北
６
県
合
計
の
宿
泊
人
員

は
前
年
同
月
比
７
・
５
％
増
。

宿
泊
関
係
の
売
り
上
げ
は
同


・
３
％
増
と
好
調
だ
っ
た
。

宿
泊
人
員
は
、全
て
の
県

で
前
年
同
月
を
上
回
っ
た
。

岩
手
県
が

・
６
％
増
と
最

も
高
く
、青
森
県（

・
０
％

増
）、秋
田
県（
７
・
２
％
増
）

が
続
い
た
。

売
り
上
げ
も
全
て
の
県
が

前
年
同
月
比
で
増
加
。最
も

高
か
っ
た
の
は
岩
手
県（

・

０
％
増
）。次
い
で
青
森
県

（

・
５
％
増
）、秋
田
県（
９
・

８
％
増
）。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
前
月

に
引
き
続
き
台
湾
が
シ
ェ
ア


・
２
％
と
最
も
高
く
、香
港

（
６
・
６
％
）、東
南
ア
ジ
ア

（
４
・
４
％
）が
続
い
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｓ
は
こ
の
ほ
ど
、自

社
展
開
す
る「
変
な
ホ
テ
ル
」

の
最
上
位
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

「
変
な
ホ
テ
ル
プ
レ
ミ
ア
」を

新
設
し
た
。
月

日
に
は

京
都
市
下
京
区
の「
ウ
ォ
ー

タ
ー
マ
ー
ク
ホ
テ
ル
京
都
」

を「
変
な
ホ
テ
ル
プ
レ
ミ
ア

京
都

五
条
烏
丸
」と
し
て

リ
ブ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た

＝
写
真
。

「
変
な
ホ
テ
ル
」は
国
内


軒
、海
外
に
２
軒
を
展
開
。今

後
も
軒
数
を
拡
大
す
る
に
あ

た
り
、同
ブ
ラ
ン
ド
の
ポ
リ

シ
ー
で
あ
る「
変
化
・
進
化
」

の
追
求
や
ト
レ
ン
ド
・
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
を
図
り
、マ
ル

チ
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
推
進
し

て
い
る
。昨
年

月
１
日
に

は
、新
ブ
ラ
ン
ド「
変
な

リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
」の

第
１
号
施
設
と
し
て

「
変
な
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス

パ
関
西
空
港
」も
開
業

し
て
い
る
。

今
回
新
設
し
た「
変

な
ホ
テ
ル
プ
レ
ミ
ア
」

は
、通
常
の
変
な
ホ
テ

ル
よ
り
も
高
品
質
な
ア

メ
ニ
テ
ィ
や
最
先
端
設

備
を
採
用
す
る
な
ど
、

よ
り
洗
練
さ
れ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
。同
ブ
ラ

ン
ド
の
１
号
店
と
し
て
今
回

開
業
し
た「
変
な
ホ
テ
ル
プ

レ
ミ
ア
京
都

五
条
烏
丸
」

で
は
、最
短

秒
で
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
が
完
了
す
る「
エ
ク

ス
プ
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
」

を
導
入
し
た
ほ
か
、フ
ロ
ン

ト
に
は
フ
ラ
ッ
プ
が
回
転
し

て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
変
わ
る

「
フ
ラ
ッ
プ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」

を
採
用
。ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ

を
介
す
こ
と
な
く
荷
物
を
預

け
る
こ
と
が
可
能
な「
バ
ゲ

ッ
ジ
ロ
ッ
カ
ー
」も
設
置
し

た
。客

室
は
、「
プ
レ
ミ
ア
ス
イ

ー
ト
」を
５
室
新
設
し
、京
都

の
老
舗〝
寛
具
〟店
・
洛
中
高

岡
屋
の「
お
じ
ゃ
み
座
布
団
」

「
本
麻
引
き
染
め
の
れ
ん
」

や
、人
気
の
美
容
メ
ー
カ
ー

Ｒ
ｅ
Ｆ
ａ
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー

「
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ

Ｄ

Ｒ
Ｙ
Ｅ
Ｒ

Ｐ
Ｒ
Ｏ
」を
採

用
。部
屋
内
に
は
無
料
の
ミ

ニ
バ
ー
も
新
設
し
、菓
子
工

房
イ
チ
ハ
ナ
ダ
ッ
テ
の
お
こ

げ
煎
餅「
お
こ
げ
は
ん
」、京

都
伏
見
の
最
古
の
酒
蔵
・
月

桂
冠
が
手
掛
け
る
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー「
自
然
の
秀
麗
」

な
ど
を
提
供
す
る
。

全
１
２
２
室
の
客
室
に

は
、シ
モ
ン
ズ
製
の
ベ
ッ
ド

マ
ッ
ト
レ
ス
と
ロ
フ
テ
ー
の

快
眠
枕
を
完
備
し
た
ほ
か
、

全
館
環
境
水
に
フ
ァ
イ
テ
ン

社
の「
フ
ァ
イ
テ
ン
ウ
ォ
ー

タ
ー
」も
導
入
し
た
。

ホ
テ
ル
１
階
に
は
、レ
ス

ト
ラ
ン「
牛
飯
五
帖
」を
新

設
。京
都
の
季
節
感
や
色
合

い
の
美
し
さ
を
テ
ー
マ
と

し
、焼
く
・
煮
る
・
蒸
す
・
炊
く

・
混
ぜ
る
の
五
つ
の
調
理
方

法
で
屏
風
画
の
よ
う
な
美
し

い
物
語
を
感
じ
さ
せ
る
牛
め

し
を
提
供
す
る
。

同
ホ
テ
ル
は
、京
都
市
営

地
下
鉄
烏
丸
線
の
五
条
駅
か

ら
徒
歩
約
２
分
、京
都
駅
か

ら
１
駅
の
好
立
地
に
あ
り
、

観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
と

し
て
需
要
獲
得
を
見
込
む
。




